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• 少子高齢化、労働人口減少が進む本邦において、男女すべての医師がモチベー
ションを保ち続けられる環境整備が重要と考えられる。

• 就業の実態と現在求められる職場環境の改善点を確認する目的に、2008年および
2018年に日耳鼻女性会員を対象にアンケート調査が行われた。

• 2回にわたる同調査について比較し検討したので抜粋報告する。

謝辞：関係者の皆様・アンケートにご協力いただきました先生方に厚く御礼申し上げます。 

全ての回答者への質問

• 2008年に比較し2018年は耳鼻咽喉科の女性の勤務医が増加し、また勤務医を継続したい医師が増加していることが確認された。
• 結婚し子どもを持つ女性医師が増加する中、仕事と育児や家庭の両立に悩む女性医師の姿が認められた。
• 男女問わず、すべての医師が働き続けやすい勤務条件が全国的に整うことにより、医療が充実し得ると考えられた。

＜配布回収状況＞ 

2008年: 1,434/2,127件 回収率67.4％， 

2018年: 1,424/2,554件 回収率55.8％ 

回収率は低下したものの回収数はほぼ同数 

＜集計について＞ 

各回答については無回答、無効回答は除き、 

有効な回答数をもとに検討をおこなった。 

勤務医への質問
★Q10:今まで非常勤勤務・休職などをしたことがありますか?

2018年：勤務医のうち 
• 53％の非常勤や休職することなく常勤
を継続し

• 47％が非常勤や休職の時期を経験し
ていた。

対象：勤務医のうち休職・非常勤の経験のある先生 
★Q12:勤務医を一時的に辞めた時期は卒後何年目?
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36.4% 48.6% 11.3% 

35.9% 46.4% 14.1% 

5年未満>35% 10年未満>80% 15年未満>95% 

54.2% 

46.2%

対象：勤務医のうち休職・非常勤の経験のある先生 
★Q14:復職のきっかけは? （複数回答可）

35.6% 2.0% 4.0% 12.3% 

25.0% 4.2% 4.9% 11.8% 

医局のサポート
8.0%↑ 

復職のために「医局のサポート」が 
さらに重要なきっかけとなっている。 

対象：勤務医全体 
★Q15:今後の希望は?

57.1% 
30.7% 12.3% 

73.1% 
23.0% 

勤務医を続ける 
16.0%↑ 

7.7%↓ 

勤務医継続を希望する医師が 
16％増加していた。 

一旦、非常勤や休職を選ぶことなく 

常勤を継続できる体制が整うことが 
望ましいと考えられる。 

非常勤・休職中の方へ質問
★Q17:現在の状況は?

 常勤勤務医
 非常勤・休職中の医師
 開業医 の先生方について 

78.8% 

84.1% 

★Q7,11,18: 方向転換は卒後何年目？
82.3% 

★Q9,16,20: 方向転換のきっかけや理由
56.9% 

18.7% 18.2% 

16.2% 14.4% 16.2% 

21.5% 7.5% 

★Q5:現在の主たる就労形態

37.3%  34.9%  19.1%  

36.8%  42.3%  16.6%  

6.6%  

3.8%  

勤務医7.4%↑ 2.5%↓ 2.8%↓ 

・勤務医として働く女性医師
が増加している。

★Q23:女性医師としての悩みはあります（ありました）か?

8割以上が 
女性医師としての 
悩みの経験あり 

開業医への質問

対象：女性医師としてのなやみがある（あった）回答者 
★Q24:どのような悩みでしたか? （複数回答可）

10年前も今も女性の悩みは 
（女性差別・セクハラ・パワハラ等よりも） 

・仕事と「育児」「家庭」の両立
・研修時間をとることができない

が上位を占めていた。 
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2.2% 

17.1% 77.4% 

9.6% 88.2% 

産休・育休中のいずれでもない先生 
10.8%↑ 

非常勤・休職中の女性医師の 
約8割が産休や育休以外の 

状態にある。 

★Q18:常勤から非常勤・休職したのは卒後何年目?

81.3% 

87.9% 

17.1% 50.9% 19.9% 3.6% 8.7% 

6.3% 51.5% 9.6% 23.7% 8.9% 

57.8% 

卒後10年未満、15年未満で 
常勤を辞める医師は減少傾向にあったが 
20年未満がいずれも9割を占めていた。 

15年未満：6.6%↓ 
10年未満：10.2%↓ 

★Q7:開業したのは卒後何年目?

5.5% 26.1% 52.0% 12.3% 2.0% 2.1% 

4.3% 17.0% 54.8% 20.3% 2.9% 0.8% 

31.6% 
83.6% 
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開業のタイミングは 
• 卒後5年未満、20年未満が
減少傾向にあり

• 10～19年が5割以上を占め
• 20～29年の割合が増加傾
向を認めた。

2018年：現状の約8割の女性医師が 
•勤務医：10年未満にサポート必要
•非常勤・休職する医師：5～20年で決心
•開業：卒後10年以上で選択

2018年：方向転換のきっかけ・理由として挙げたのは 
•非常勤・休職する医師：5割以上が「妊娠・出産・育児」
•常勤医のうち継続希望なし：1位「育児」,2位「勤務条件」
•開業：「育児」と「勤務条件」に次いで「家族の意向」

ライフイベントをサポートできる体制が
全国的なレベルで整備されることが大切と考えられた。 

卒後10～15年の 
女性医師の 

サポートが大切

この期間を乗り越えられれば 
非常勤や休職を選択する先生が 
減る可能性あるのではないか 

耳鼻咽喉科女性医師アンケート調査結果 
  ‐2008年と2018年との比較‐ 
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